
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

置内

窯惠罵毫

注１腋当する□には、レ印を麗人してください．特定可醗l者以外の写F業朝fの方はし印の8a入Iま不要です．

２「IBA隣E度」とは叶面期間の前年度を．「目0M年度」とは計画期３８の趾柊年度を、「鰡告年度」とは叶面XBnUのうち、今回１日告のｳ蝉となる年度をいいます．

３「卒藁所551＃u遮分」とは京日W7P9の事薬研6Fの卒翼活動のためのエネルギーの使用に伜1,9ESEする沮麺h巣ガスを、「6日送血同撚tL区分」とは目２６ｍ運送事桑都一いては使用の韓自Uの位匠を点醐７円とする立
同の！＃出する温室効果ガスを．6＄n$割E者'二ついてはCH矛､rろ貨物車両又は&露血目の韻MEする沮室効果ガスを．「その他j#11厘分」とI土上８２以外の京■WｦF勺Iこおける事ﾖﾛ用４Fの1囚竃言動に伜ﾚﾂG生する温室効果
ガスを1,,1,,士す．

４「原単位当たり0吋目室効果ガス排出■QFjの「用H2区分」には．○○エム８．ｺF蘭所唯どの用途を凪入してください．「原凪位の描1m」には．分子の「＝d2n型焔隠BnnK」のＴに分母となる)BIUI（生醸t■･遥起f極ｉ
頓．走行距鰯F）を肥入してください．

５「その他の地球沼Ｒｌｌ化対策によるi且爾宜b里ガスUDI31h田丘邨」のうち「轟林の保全及び楚Ｎｉ」の「目1,年度（lf西）」田にはRf画朔間中の目極の用9ｆｔ．「報告年度（翼$ﾛ）」欄には露月の異'十を鹿入してくださ
い．

６「竹､己UHJp」には．平成２年度（１９９０年度）を迅砠とした甥出丑の対比や．省エネ型』Bﾖﾛﾖもなど他者の温室96巣ガス併幽UHiiへの日円R・グリーン２月速の採用．特定フロンなど0,条侭HB定外0,温室効果ガスのIW1
淀などを凪入してください．

住所（法人にあつ
ては､主たる事務
所の所在地〕

京都府長岡京市神足焼町１番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

安者の氏名）

バナソニックセミコンダクターデイスクリートデバイス株式会社
代表取締役社長池永泰夫

率業者の主たる
業種 蝕気機械器具製造業

酸当する卒業者
要件 厩京都府地球温HD1化対HW条例施行規則第10条第１号咳当事業者（大規模エネルギー使用噸業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

鷹

縮

京都府地球温Hji化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号麟当本業者（大規模邇送nF業者（トラック又はバス１００台以上／タクシー150台以上／鉄道
車両150両以上））

京都府地球沼Hjl化対策条例施行規則第10条第４号麟当本業者（その他の温室効果ガスの大規模排出卒業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針 【ﾊﾞﾅｿﾆｯｸｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰﾃﾞｲｽｸﾘｰﾄﾃﾞﾊﾟｲｽｸ鞠ﾙｰﾌﾞｰﾄｯﾌﾞｺﾐｯﾄﾙﾄより抜粋】
パフォマンスの碗実な実践：省エネルギー、省資源、化学物質月Ⅲ減、廃棄物排出且削減を実践する。

推迦体制 社長を環境１１F業経魅者とする「全社斑塊組織」を設睡し、ISO14001を円滑且つ効率的に皿衝する、により、
省エネルギーを計画的に且つ確実に実施する。

環境マネジメントシステム名称 ISOl4001 

適用範囲 本社(長岡京及び梅津）・愈岡事業場の全領域

取得年月日 1997年６月24日

年度ごとの具体
的な取組及び槽
匠の状況

年度

2０ 

2０ 

2０ 

設彌、対象、工程等

工場製造部門(亀岡）

施蝕･原動技術部門

オフィス･共用禍所

措匠内容

コージェネーション設備発生冷水利用促迪､工程見直し及び品質改善による生産効率向上化､動力等の見直し(例8泊庄一矼動ﾓｰﾀｰ）

ソーラー発虹システムによる配矼､パッケージ型(典務用)インバータ式エアコンの導入．屋根の断熱塗装化による空囲負荷低峰

省虹力型照明器具への大杷更新並びにﾄｲﾚ等の自動点消灯化､インバーター式エアコンの導入､ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ･ｳｵｰﾑﾋﾞｽﾞ推辿

回室効果
排出遼等

ガスの

排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

(実預）
年度

上炭素換算）

目標年度（計画）
(２２）年度

(=Ｈ２化炭素供■）

増減率
(計画）

報告年度（実綱）
（２０）年度
（＝酸化炭索l貝Zn

墹滅率
(実績〕

90116t 80897ｔ -2.4髄 7,270［ -20.3船

【 ［ 雛 ［ 兇

［ ｔ 兇 ［ 船

車Ｕ９，１１６ｔ ＊５ ８．８９７ｔ －２．４船 中▲ ７，２７０ｔ -20.3発

本&土及び亀岡事業場は計画した並びに9+画外の多彩な省エネ施策を脚じた事により十分な省エネ成果を挙げる事力Eできた．
亀岡事典場(用遥:工場)においてIま､1it気低迷による減産の形瀞により､予測以上のエネルギー使用且域となった．

原単位当たりの
沮室効果ガス排
出丘等

用途区分 原単位の指標

二醗化炭棄換算

二鹸化炭素換算

二酸化炭素換箪

実績に声炉｢る自己評価

基噸年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（叶面） 報告年度（実繊） 墹漣率（実$日）

粥 外

船 船

鵲 粥

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減仕等

対鯛等の区分

森林の保全及び整側

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した篭力
又は熱の供給

グリーン蝕力の購入

削減丑零$合計

目椋年度（計画）
取H且｣1年 (＝酸（ 21H索換宜）

(楚側面V■） hａ (唖(又｣､） ｔ 

(利１W父） UｎＵ (I3IhHR且） ［ 

｡届芭丑） kwh (月ﾘU閏且） ｔ 

(A9供粕丘） GＪ (IIUiE且） ｔ 

(ﾛ1入且） kwｈ (削減丑） ｔ 

申ｓｔ

報告年囲 (実績）

皿 ､2年 (二H2化jHt巽l蝉の

(楚6i両､I） hａ (吸収｣【） ［ 

(利用且） Ⅱ、、 (IIIhqt住） ［ 

(完赴且） klUlU (醐日R丘） ［ 

(H貯供１６丘） GＪ (I棚氏丑） ［ 

(N月入江） kwｈ (雛ⅡR且） ｔ 

中Ｂｔ

埜引排出迂

(排出合ff-印h筬等合叶）

基準年度（実績〕

本１９，１１６［

目標年度（計画〕

Io2D-(03）８０８９７ｔ 

増減率（If画）

－２．４％ 

報告年度（実績）

[□Gl-I｡b） ７，２７０ｔ 

墹滅率（真傾）

-20.3％ 

地球温願Ｉ
に資する
畝活動

蝕岡事藁場は従糞貝による周辺地域の清掃活動を定期的に実施している。
本社は上位グループ主催の自然保護ボランティア活励に参加した。

特記事項
｢平成２１年９月１日付で本社は`0京都市右京区梅津”から,`長岡京市，，に移った。
よって、本社（梅津）のＣＯ２排出（エネルギー使用）は平成２１年４月１日～平成２１年８月３１日の期間に行われた。
"長岡京市”への移動は平成２１年６月１日より開始したため、本社（長岡京）としてのＣＯ２排出は平成２１年６月１日～平成２２年３月３１日の
期間に行われた。」という騰拠に基づくＣＯ２排出量算出を行った。


